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平
成
26
年
度
決

算
の
特
徴
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
実
質
単
年
度
収

支
は
５
０
６
９
万

円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
財
政
調
整
基

金
へ
２
２
６
９
万

円
を
積
み
立
て
、

基
金
残
高
は
７
億

４
０
４
４
万
円
と

な
っ
た
。

②
最
大
財
源
の
地

方
交
付
税
は
、
置

⑤
第
５
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
４
年
目
に
あ

た
り
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
「
地
域
づ
く
り

活
性
化
」「
６
次
産
業
化

推
進
」「
交
流
基
盤
確
立
」

の
推
進
の
た
め
の
事
業
に

つ
い
て
、
着
実
な
歩
み
を

進
め
て
い
る
。

⑥
子
育
て
支
援
の
強
化
、

浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
の

大
規
模
改
修
、
小
学
校
耐

震
化
事
業
に
重
点
を
置
き
、

最
大
限
実
効
あ
る
予
算
編

成
を
行
い
、
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
き
た
。

平成26年度主な事業
①主要プロジェクト
　　協働のまちづくり推進事業 1263万円
　　６次産業化推進事業 1262万円
　　里のくらし大学校運営事業 910万円
②子育て支援医療 5318万円
③玉庭小学校耐震化事業 6364万円
④浴浴センター整備事業 3億2452万円

 基金の残高　

財政調整基金 町債管理基金

平成
25年度 7億1775万円 2億4271万円

平成
26年度 7億4044万円 2億6456万円

賜
広
域
病
院
組
合
分
を
差

し
引
い
た
本
町
純
粋
分
35

億
４
２
０
３
万
円
、
前
年

度
比
３
４
６
０
万
円
の
増

額
と
な
っ
た
。

③
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
財
政
指
標
は
、
国
の
指

標
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、

「
健
全
」
と
判
断
。

④
近
年
の
大
規
模
な
投
資

的
事
業
に
よ
り
町
債
残
高

が
増
加
し
、
そ
の
負
担
が

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
。

（億円）
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１
２
８
億
８
８
２
６
万
円

１
２
８
億
１
８
７
８
万
円

１
２
１
億
５
１
７
５
万
円

１
１
７
億
６
８
２
８
万
円

１
１
１
億
８
３
０
４
万
円

１
０
４
億
２
６
３
７
万
円

１
０
０
億
７
５
７
６
万
円

９
７
億
２
１
７
０
万
円

９
４
億
５
１
２
９
万
円

９
１
億
０
６
０
７
万
円

９
２
億
４
１
３
８
万
円

９
３
億
６
３
０
７
万
円

９
６
億
２
１
４
６
万
円

24
年
度

１
０
４
億
１
９
２
０
万
円

26
年
度

25
年
度

１
１
０
億
７
１
０
２
万
円

１
１
５
億
２
５
７
０
万
円

浴浴センターまどか、大規模改修で魅力アップ

９ 月
定例会

　

９
月
定
例
会
が
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
財
政
健
全
化
法
に
か
か
る
報
告
２
件
の
後
、
条

例
３
件
、
平
成
27
年
度
会
計
補
正
予
算
６
件
、
過
疎
自
立
促
進
計

画
の
変
更
１
件
を
一
括
上
程
し
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
会
計
決
算
認
定
７
件
を
一
括
上
程
し
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
２
・
３
日
目
に
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
農
業

問
題
等
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
４
日
目
以
降
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
、
決
算
特

別
委
員
会
分
科
会
を
開
催
し
、
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
付
託
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定
を
原
案

通
り
可
決
し
、
請
願
２
件
の
審
査
報
告
の
後
、
意
見
書
２
件
を
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
10
人

で
し
た
。

９月定例会の
あらまし増

え
る
町
債（
借
入
金
）残
高

ま
ど
か
大
規
模
改
修
、
小
学
校
耐
震
化

財政調整基金 最高額を更新
平成

26年度
決　算

地方交付税の推移（置賜広域病院組合分を除く本町純枠分）町債（借入金）の推移

ここが知りたい

7億4044万円

（2）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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平成26年度各会計決算の議決状況
会　計　別 歳　　入 歳　　出 議決の内容

一 般 会 計 100億3990万円 　96億2979万円 全員賛成により認定

国民健康保険事業特別会計 　18億4885万円 　18億1796万円 全員賛成により認定

下 水 道 事 業 特 別 会 計 　　5億5025万円 　　5億4180万円 全員賛成により認定

農業集落排水事業特別会計 　　　　8705万円 　　　　8244万円 全員賛成により認定

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 　17億3825万円 　17億1294万円 全員賛成により認定

後期高齢者医療特別会計 　　1億5429万円 　　1億5108円 全員賛成により認定

水 道 事 業 会 計
※1収益的 　　5億0561万円 　　5億0980万円

全員賛成により認定
資 本 的 　　　　8916万円 　※2 2億4122万円

※1「収益的」収支は水道水給水の収入と支出。「資本的」収支は水道施設に係る収入と支出。
※2　不足する1億5206万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補てんした。

財政指標　　平成26年度一般会計等健全化判断比率

―

実質赤字比率

（一般会計の赤字
額が※3標準財政規
模に占める割合）

連結実質赤字比率

（全会計の実質赤
字額が標準財政規
模に占める割合）

実質公債費比率

（全会計の償還額
が標準財政規模に
占める割合）

将来負担比率

（将来一般会計か
ら負担されると想
定される金額等が
標準財政規模に占
める割合）

公営企業会計に係る
資金不足比率

（資金不足の額が
事業規模に占める
割合）

川　西　町 0% 0% 10.20% 124.30% 0%

国
早期健全 14.32% 19.32% 25.00% 350% 20.00%

財政再建 20.00% 30.00% 35.00% － －

※３　標準財政規模　標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。
　　　平成26年度の本町標準財政規模は62億9083万2千円。

歳　入

地方交付税 48億1781万円（48.0%）
町税 14億1731万円（14.1%）

町債（借入金）
　13億4306万円（13.4%）

国庫支出金
　8億3779万円
　（8.3%）

県支出金
　5億1456万円
　（5.1%）

繰越金
　2億9494万円（2.9%）

諸収入
　2億4406万円（2.4%）

地方消費税交付金
　1億7462万円（1.7%） 

地方譲与税
　1億2859万円（1.3%）

使用料及び手数料
　7327万円（0.7%）

財産収入 6687万円（0.7%）
分担金及び負担金
　5668万円（0.6%）
自動車取得税交付金
　　1772万円（0.2%）
繰入金 1606万円（0.2%）
ゴルフ場利用税交付金
　　　822万円（0.1%）
寄附金
　　734万円（0.1%）

歳　出

補助費等
　21億8834万円
　（22.7%） 

普通建設事業費 11億6261万円（12.1%）

公債費
（借入返済金）
　10億903万円
　（10.5%）

繰出金
　9億8986万円
　（10.3%）

物件費 10億5621万円（11.0%）

扶助費
　9億3886万円
　（9.7%）

維持補修費 3億3816万円（3.5%） 
投資・出資金・貸付金 1億6824万円（1.7%）
積立金 9639万円（1.0%）

人件費 16億7200万円
（17.4%）

災害復旧事業費 1005万円（0.1%）

※性質別歳出　歳出の構成は、目的別と性質別の２種類であらわされる。
性質別は、事業ごとに分類される。

　

経
常
収
支
比
率
90
・

８
％
、
財
政
力
指
数
０
・

２
４
０
、
実
質
公
債
費
比

率
10
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
地
方
財
政
は
社

会
保
障
費
の
増
加
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
環
境
が
予
想

さ
れ
る
。
引
き
続
き
行
財

政
改
革
を
進
め
、
町
税
収

　

給
水
人
口
、
給
水
世
帯

数
は
今
後
さ
ら
に
減
少
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
経
費

節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

受
水
費
の
負
担
軽
減
に
努

め
ら
れ
た
い
。

納
対
策
に
万
全
を
期
し
、

よ
り
一
層
の
財
政
の
健
全

化
に
努
め
る
よ
う
に
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
今
後
の
財
政
事
情
を

考
え
な
が
ら
、
本
町
の
将

来
展
望
を
見
据
え
、
着
実

に
進
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
有
収
水
量
が
落

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

老
朽
管
の
更
新
を
行
う
と

と
も
に
、
徹
底
し
た
漏
水

調
査
を
実
施
し
て
、
有
収

率
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

監査意見を述べる
代表監査委員
島貫　憲明 氏

財
政
健
全
化 

さ
ら
な
る
努
力
を

続
く

厳
し
さ

歳入  100億3990万円
一般会計決算

決　算
審　議

　

決
算
特
別
委
員
会
は
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る

２
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
一
般
会
計
な
ど
７
会
計
を

審
議
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
分
科
会
審
議
で
の
質
疑
、

町
長
に
対
す
る
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

決　算

審　議【歳入決算構成】

【歳出決算構成（性
※

質別）】

歳出  96億2979万円

監
査
意
見

収
納
対
策
　
万
全
に

一
般
会
計

水
道
事
業
会
計

財
政
指
標
は
「
健
全
」
と
判
断

（4）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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問

各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
に
整
備
し

た
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
、
電

波
使
用
料
と
５
年
ご
と
に

必
要
と
な
る
再
登
録
申
請

手
数
料
は
、
町
が
負
担
す

る
の
か
。

総
務

課
長
町
が
全
額
負
担
す

る
。

問

後

※

発
医
薬
品
（
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
の
使
用
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

健
康
福

祉
課
長

本
町
の
使
用
率
は

平
成
23
年
度
35
・

６
％
、
24
年
度
43
・
８
％
、

25
年
度
46
・
９
％
と
年
々

上
昇
し
て
い
る
が
、
県
内

市
町
村
で
は
26
位
と
下
位

で
あ
る
。

意
見

使
用
率
の
推
移
を

確
認
し
、
さ
ら
な

る
使
用
率
の
向
上
に
向
け

て
、
被
保
険
者
の
啓
発
に

努
め
る
よ
う
に
。

問

民
生
委
員
児
童
委

員
に
支
給
さ
れ
る

活
動
費
の
額
は
。

健
康
福

祉
課
長

活
動
に
必
要
な
実

費
弁
償
と
し
て
支

給
さ
れ
る
活
動
費
は
、
年

８
万
５
２
０
０
円
で
あ
る
。

意
見

増
加
傾
向
に
あ
る

活
動
件
数
を
考
慮

し
、
さ
ら
な
る
支
援
を
行

う
よ
う
に
。

問

障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
利
用
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
福

祉
課
長

歩
行
が
不
自
由
な

身
体
障
が
い
者
等

に
、
年
間
１
人
当
た
り
12

枚
の
利
用
券
を
交
付
し
て

い
る
。
助
成
額
は
１
回
に

つ
き
５
０
０
円
。

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
事
業
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
福

祉
課
長

在
宅
で
の
サ
ー
ビ

ス
を
希
望
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
保
険
料
へ
の

影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
い
る
。

意
見

家
族
の
介
護
者
は

施
設
等
で
の
介
護

を
望
む
場
合
も
多
い
の
で
、

調
査
検
討
す
る
よ
う
に
。

問

農
業
委
員
会
の
報

酬
額
が
他
市
町
に

比
し
低
い
の
で
は
な
い
か
。

農
地

課
長
年
額
報
酬
で
、
会

長
35
万
円
、
会
長

代
理
30
万
円
、
委
員
29
万

５
千
円
で
あ
る
。

意
見

本
町
の
農
家
数
、

農
地
の
面
積
は
置

賜
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
そ
れ
に
伴
う
業
務
も

他
市
町
に
比
較
す
る
と
多

く
な
っ
て
い
る
。
報
酬
額

の
ア
ッ
プ
を
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
諮
ら
れ
た
い
。

問

農
地
集
積
協
力
金

の
状
況
を
問
う
。

農
地

課
長
平
成
26
年
度
の
農

地
中
間
管
理
機
構

を
通
し
た
賃
貸
借
契
約
の
、

貸
し
手
農
家
に
対
す
る
補

助
は
、
14
件
６
３
２
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

各
地
区
の
人
・
農
地
プ

ラ
ン
組
織
へ
の
説
明
や
、

町
報
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

問

水
道
事
業
会
計
の

未
収
金
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
整

備
課
長

催
告
書
の
発
送
や

給
水
停
止
、
納
税

相
談
員
に
よ
る
訪
問
等
に

よ
り
未
収
金
の
回
収
に
努

め
て
き
た
。
給
水
停
止
に

当
た
っ
て
は
、
税
務
収
納

課
、
健
康
福
祉
課
、
教
育

総
務
課
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
行
っ
て
い
る
。

意
見

飲
料
水
と
な
る
水

道
は
、
使
用
者
の

命
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

り
、
給
水
停
止
に
当
た
っ

て
は
慎
重
に
進
め
る
よ
う

に
。

産業厚生
第 ２

分科会

総務文教
第 １

分科会

※ジェネリック医薬品　先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売される同成
分・同効能効果をもつ医薬品。

意
見

町
が
備
蓄
す
る
食

料
品
の
消
費
期
限

を
考
慮
し
、
各
地
区
自
主

防
災
組
織
で
利
活
用
を
図

る
よ
う
に
。

問

旧
川
西
第
二
中
学

校
の
改
修
整
備
の

進
捗
状
況
と
、
今
後
の
計

画
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

川
西
町
交
流
館
と

し
て
施
設
改
修
工

事
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
28
年
度
全
館
利
用
開
始

の
予
定
で
あ
る
。
今
後
も

維
持
管
理
費
が
必
要
と
な

る
。

意
見

利
用
推
進
に
向
け

て
、
周
知
活
動
等

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

問

防
犯
灯
の
維
持
管

理
費
補
助
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

住
民
生

活
課
長

新
設
さ
れ
た
防
犯

灯
12
基
の
設
置
に

補
助
を
行
っ
た
ほ
か
、
自

治
会
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
電
気
料
に
対
す
る

補
助
と
し
て
１
基
に
つ
き

３
０
０
円（
昨
年
度
比
１

０
０
円
の
増
）を
補
助
し

て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
向
け
て
検
討
を
行

う
。問

定
住
移
住
推
進
事

業
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

東
京
都
内
で
開
催

さ
れ
た
ふ
る
さ
と

回
帰
フ
ェ
ア
等
に
参
加
し
、

そ
の
折
に
面
談
し
た
２
人

が
平
成
27
年
度
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
な
っ
た
。

意
見

定
住
移
住
に
つ
い

て
、
今
後
一
層
受

け
皿
整
備
を
行
い
、
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

問

町
立
小
松
保
育
所

の
改
築
整
備
の
計

画
は
。

教
育
総

務
課
長

調
査
研
究
を
行
う

た
め
、
庁
内
に
新

小
松
保
育
所
建
設
整
備
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
整
備
方
法
や

運
営
等
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
さ
ら
な
る
検
討
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
計
画

策
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

意
見

庁
内
で
十
分
検
討

し
、
次
期
総
合
計

画
に
反
映
す
る
よ
う
に
。

問

町
外
の
認
可
保
育

所
の
利
用
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
総

務
課
長

本
町
の
地
理
的
特

性
に
よ
り
、
他
市

町
の
保
育
所
を
利
用
し
や

す
い
条
件
に
あ
る
た
め
、

よ
り
勤
務
地
に
近
い
認
可

保
育
所
を
希
望
す
る
傾
向

に
あ
る
。

意
見

本
町
の
保
育
所
を

利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
、
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
保
育
時
間
の

延
長
等
に
努
め
る
よ
う
に
。

問

げ
ん
き
保
育
園
の

病
児
保
育
の
実
態

は
。

教
育
総

務
課
長

病
児
保
育
の
定
員

は
、
保
育
士
や
看

護
師
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
、
疾
患
に
よ
っ
て
隔
離

室
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、

３
人
と
し
て
い
る
。

　

病
児
保
育
の
利
用
が
多

く
利
用
で
き
な
い
時
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ン
セ

ル
の
対
応
等
、
事
業
者
と

検
討
し
て
い
く
。

置賜地区農業委員会報酬額比較

市町村 農業
委員数

委員報酬
経営体数 耕地面積

月額 年額

川西町 22 29万5千円 1247 43万2237ha

米沢市 32 3万9千円 (46万8千円) 1204 36万9732ha

南陽市 22 3万3千円 (39万6千円) 1136 23万7001ha

長井市 17 3万7千円 (44万4千円) 1005 25万0684ha

高畠町 24 28万8千円 1343 32万4140ha

小国町 12 18万5千円 342 　7万7246ha

白鷹町 17 21万円 749 12万5152ha

飯豊町 15 22万5千円 697 17万1280ha

防犯灯、LED化の早期対応をジェネリック医薬品の使用で医療費の節減を図る

決　算

審　議

防
犯
灯

ジェネリック医薬品使用率46.9％

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
視
野
に

年々上昇も県内では下位
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問

ふ
れ
あ
い
の
丘
構

想
の
展
望
と
課
題
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

ふ
れ
あ
い
の
丘

は
健
康
増
進
を

目
的
に
、
ダ
リ
ヤ
園
、
浴

浴
セ
ン
タ
ー
、
内
山
沢
遊

歩
道
を
機
能
的
に
整
備
し
、

地
域
間
交
流
を
推
進
す
る

拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　

平
成
27
年
ま
で
を
期
間

と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
丘

整
備
短
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
置
賜

公
園
ハ
ー
ブ
園
、
ダ
リ
ヤ

園
の
整
備
、
浴
浴
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
に
取
り

組
み
、
現
在
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
に
着
手
し
、

平
成
28
年
度
の
工
事
着
工

を
目
指
し
て
い
る
。

　

町
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
向
け
て
、
ダ
リ
ヤ
園
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
浴
浴

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
来
場
者

を
、
ま
ち
な
か
に
誘
導
し
、

相
乗
効
果
を
高
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

人
の
流
れ
を
ど
の
よ
う

に
作
っ
て
い
く
か
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い

て
町
の
大
き
な
課
題
と
と

ら
え
て
い
る
。

意
見

ふ
れ
あ
い
の
丘
の

整
備
さ
れ
た
施
設

は
も
と
よ
り
本
町
の
資
源

を
活
用
し
、
町
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ

う
に
。
特
に
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
魅
力
発
信
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
る
。

問

水
道
事
業
に
お
け

る
有
収
水
量
の
確

保
と
漏
水
対
策
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
対

策
を
問
う
。

町
長

本
町
の
水
道
事

業
は
昭
和
36
年

に
着
工
し
、
39
年
３
月
か

ら
給
水
を
開
始
し
て
以
来
、

全
町
へ
の
給
水
を
行
っ
て

き
た
。

　

水
道
管
路
総
延
長
は

22
・
95
㎞
で
、
そ
の
う
ち

老
朽
管
で
あ
る
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
の
残
存
率
は
18
・

54
％
と
県
内
で
２
番
目
に

多
い
状
況
に
あ
る
。

　

漏
水
の
原
因
は
ほ
と
ん

ど
が
老
朽
管
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
更
新
工
事
を
行

う
こ
と
が
漏
水
対
策
と
な

る
。
平
成
20
年
ま
で
は
国

の
補
助
事
業
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
補
助
が
打
ち

切
ら
れ
、
更
新
が
進
ん
で

い
な
い
。
補
助
事
業
の
復

活
を
国
県
等
関
係
機
関
に

要
望
し
て
い
る
。

　

財
政
的
に
は
厳
し
い
が
、

有
収
率
を
高
め
る
た
め
に

は
漏
水
対
策
が
重
要
で
あ

り
、
定
期
的
な
漏
水
調
査

を
実
施
し
て
有
収
率
を
高

め
て
い
き
た
い
。

　

個
人
宅
の
漏
水
は
今
冬

29
件
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

が
積
雪
の
た
め
発
見
が
遅

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
報
で
発
見
の
仕
方

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

漏
水
の
料
金
減
免
制
度
を

さ
ら
に
研
究
し
て
い
く
。

意
見

計
画
的
な
漏
水
調

査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
内
漏
水
を

早
期
発
見
す
る
た
め
の
機

器
の
調
査
研
究
や
、
周
知

を
徹
底
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
一
般
質
問
は
、
町
の

行
政
全
般
（
一
般
事

務
）
に
関
し
、
執
行
者

所
見
や
疑
義
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　
質
問
す
る
議
員
も
受

け
る
執
行
機
関
も
十
分

な
時
間
が
必
要
な
こ
と

か
ら
通
告
制
と
し
、
事

前
に
質
問
内
容
を
通
告

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
町
議
会
で
は
質
問
と

答
弁
が
か
み
合
う
よ
う

に
、
全
文
通
告
制
が
と

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
質
問
に
対
す

る
答
弁
書
が
作
成
さ
れ
、

一
般
質
問
当
日
の
朝
に

全
議
員
に
配
布
さ
れ
る
。

　
質
問
時
間
は
、
一
人

に
つ
き
質
問
答
弁
を
含

め
60
分
以
内
で
完
了
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
再
質
問
か
ら
は
、
一

問
一
答
方
式
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
時
間
内
で

あ
れ
ば
何
度
で
も
再
質

問
が
で
き
る
。

通告順（発言順）に掲載いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊藤　　進　議員
　1　除雪体制について
　2　農業施策について
　3　施設整備について
　4　新エネルギービジョンについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊藤　寿郎　議員
　1　農業後継者対策について
　2　舗装道路の管理保全について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鈴木　幸廣　議員
　1　情報発信について
　2　子育て支援について
　3　高齢者世帯の除雪対策について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
橋本　欣一　議員
　1　マイナンバー制度の導入について
　2　町内生産物の振興について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
斉藤　智志　議員
　1　平和事業並びに平和教育の推進を求める
　2　協働のまちづくりの検証と今後のありかたについて
　3　原田町長の４選出馬の意向と、その政策課題は何か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鈴木清左衛門　議員
　1　観光ビジネスについて
　2　地域エネルギービジョンについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　白抜き数字の質問は、掲載された質問ですが、それ以外は紙面の都
合により掲載できませんでした。
　その内容は、議会ホームページの録画中継によってご覧になれます。

※ＩＣＴ　インフォメーションアンドコミュニケーションテクノロジーの略。
　　　　　情報通信技術。

水道の漏水で思わぬ高額請求も

三本松スキー場、ススキ野もいずれグリーンに

町長に聞く
　平成26年度の決算について、特に政策的
な事項を町長に聞きました。

水
道
事
業 

漏
水
対
策
を
実
施
せ
よ

ふ
れ
あ
い
の
丘
整
備

来
町
者
を
ま
ち
な
か
に
誘
導

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

　

一
般
質
問
と
は

６人の議員が一般質問
　定例会第２日目と第３日目に一般質問が行われ、６人の議員が町政につ
いて質問しました。 町

政
を
た
だ
す

一　般

質　問
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伊
藤

農
業
後
継
者
と
新

規
就
農
者
の
確
保

対
策
は
。

町
長
首
都
圏
を
中
心
に

本
町
、
本
町
農
業

の
魅
力
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
Ｉ
・
Ｕ
・
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
の
新
規
就

農
を
視
野
に
い
れ
た
誘
導

施
策
の
展
開
を
図
り
、
後

継
者
の
確
保
、
育
成
に
努

め
た
い
。

伊
藤

専
業
農
家
の
数
と

後
継
者
の
有
無
は
。

町
長
現
在
作
成
中
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン

全
15
地
区
の
中
心
経
営
体

で
み
る
と
、
全
３
５
４
の

中
心
経
営
体
中
、
後
継
者

が
い
る
と
し
て
い
る
経
営

体
は
１
６
７
経
営
体
で
、

全
体
の
47
・
２
％
と
な
っ

て
お
り
、
専
業
農
家
の
後

継
者
も
ほ
ぼ
同
様
の
割
合

に
な
っ
て
い
る
。

伊
藤

後
継
者
と
新
規
就

農
者
の
確
保
対
策

は
。

町
長
平
成
20
年
度
よ
り

農
業
経
営
指
導
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、

就
農
相
談
、
就
農
計
画
の

作
成
支
援
及
び
営
農
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
町
単

独
事
業
と
し
て
の
農
業
後

継
者
就
農
支
援
事
業
、
新

規
就
農
者
利
子
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
青
年
就
農
給
付
金
制

度
及
び
地
域
お
こ
し
協
力

隊
農
業
研
修
制
度
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
平
成
20

年
度
か
ら
本
年
ま
で
34
名

の
新
規
就
農
者
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。

伊
藤

花
嫁
対
策
は
。

町
長
結
婚
相
談
員
を
配

置
し
て
お
り
、
平

成
23
年
度
か
ら
置
賜
広
域

行
政
事
務
組
合
が
事
務
局

と
な
り
、
置
賜
に
住
む
市

民
、
町
民
で
構
成
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

『
お
き
た
ま
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ワ

ゴ
ン
』
を
組
織
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
年
の
３
月
に

は
県
と
市
町
村
が
構
成
団

体
と
な
り
『
や
ま
が
た
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
』
を
立
ち

上
げ
、
各
種
婚
活
の
情
報

の
提
供
や
お
見
合
い
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

る
。伊

藤
新
規
作
物
の
導
入

に
つ
い
て
。

町
長
現
在
、
町
内
農
産

物
の
販
売
品
目
拡

大
の
た
め
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

を
活
用
し
た
地
域
新
作
物

導
入
促
進
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

伊
藤

冬
期
間
に
安
心
し

て
通
学
で
き
る
道

路
の
確
保
を
。

町
長
降
雪
時
の
早
朝
除

雪
、
日
中
の
降
雪
、

吹
き
溜
ま
り
発
生
時
の
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
や
各
小
学

校
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ

り
、
帰
宅
に
間
に
合
う
よ

う
除
雪
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

伊
藤

歩
道
が
あ
っ
て
も

除
雪
が
さ
れ
て
な

く
、
車
道
を
歩
く
と
い
う
、

危
険
な
場
所
も
あ
る
が
、

ら
の
情
報
等
に
よ
り
排
雪

を
実
施
。
今
後
と
も
注
視

し
対
応
し
て
い
く
。

伊
藤

平
成
26
年
度
に
除

※
雪
ア
ダ
プ
ト
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
27
年

度
は
ど
う
か
。

町
長
平
成
24
年
度
か
ら
、

自
治
会
中
心
に

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

解
消
で
き
な
い
か
。

町
長
交
通
量
や
道
幅
を

勘
案
し
て
歩
道
除

雪
を
行
っ
て
い
る
が
、
現

在
の
除
雪
機
械
台
数
で
常

時
歩
道
除
雪
は
困
難
。
現

状
は
、
日
中
に
行
う
な
ど

の
対
応
に
な
る
。

伊
藤

信
号
の
な
い
交
差

点
の
四
つ
角
が
、

除
雪
で
高
く
な
っ
て
危
険
。

そ
の
解
消
を
。

町
長
除
雪
時
に
除
去
す

る
よ
う
依
頼
。
パ

ト
ロ
ー
ル
や
町
民
各
位
か

土
盛
り
を
し
た
１
～
２
㏊

の
、
極
め
て
排
水
性
の
高

い
畑
地
化
に
す
る
こ
と
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長
ほ
場
区
画
の
拡
大

と
と
も
に
、
排
水

機
能
の
充
実
強
化
を
図
る

畑
地
化
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
国
、
県
、
及
び

関
係
機
関
団
体
と
連
携
を

図
り
、
各
地
区
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
で
の
検
討
と
、

エ
リ
ア
内
集
落
の
話
し
合

い
を
促
し
た
い
。
ま
た
、

高
付
加
価
値
の
高
収
益
作

物
や
果
樹
の
導
入
な
ど
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

伊
藤

周
年
出
荷
体
制
で

農
家
へ
期
待
を
寄

せ
な
が
ら
も
、
安
定
供
給

の
面
か
ら
「
か
わ
に
し
森

の
マ
ル
シ
ェ
」
で
、
特
に

冬
場
の
栽
培
施
設
が
必
要

に
な
る
の
で
な
い
か
。

町
長
施
設
を
活
用
し
た
、

周
年
出
荷
体
制
を

目
指
す
農
業
者
へ
の
支
援

を
図
り
、
経
営
の
安
定
と

本
町
農
業
の
振
興
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

伊
藤

米
づ
く
り
農
家
が

奮
起
で
き
る
施
策

を
示
せ
る
も
の
は
な
い
か
。

町
長
付
加
価
値
の
高
い

米
づ
く
り
の
取
り

組
み
。
需
要
拡
大
、
価
格

の
向
上
に
挑
戦
す
る
農
家

へ
の
支
援
。
新
品
種
「
山

形
95
号
」
の
導
入
に
よ
る

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
づ
く

り
な
ど
、
稲
作
生
産
者
の

所
得
向
上
と
経
営
安
定
に

努
め
て
い
き
た
い
。

伊
藤

園
芸
産
地
化
を
図

る
の
で
あ
れ
ば
、

伊
藤

舗
装
道
路
の
管
理

保
全
に
つ
い
て
だ

が
、
舗
装
工
事
後
２
、
３

年
に
し
て
舗
装
道
路
に
穴

が
あ
い
て
る
の
が
見
受
け

ら
れ
る
。
補
修
は
ど
の
よ

う
な
管
理
保
全
な
の
か
。

町
長
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
地
域
の
方
々
か

ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
現

地
を
確
認
し
、
補
修
を
実

施
し
て
い
る
。
軽
微
な
も

の
に
つ
い
て
は
速
や
か
に

補
修
を
行
い
、
危
険
な
状

況
等
が
あ
れ
ば
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

※除雪アダプト事業　県のマイロードサポート事業交付金を活用し、
集落内の協働により除雪した場合、行政が助成
を行う事業。

伊藤寿郎 議員

吉島の後継者でつくる「百笑一揆の会」 出番に備えて整備完了

農業後継者と新規就農者の確保は
町長　ー　アピールにより後継者の確保・育成に努める

伊藤　進 議員

安
心
安
全
な
除
雪
体
制
の
確
保
を

町
長　
ー　
早
朝
の
除
雪
対
応
を
進
め
て
い
く

農
家
が
奮
起
で
き
る

農
業
施
策
は

町
道
の
補
修
を
万
全
に
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橋
本

10
月
か
ら
個
人
個

人
に
12
桁
の
番
号

が
付
け
ら
れ
、
通
知
カ
ー

ド
が
送
ら
れ
る
。
１
月
か

ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
利

用
開
始
さ
れ
、
希
望
者
に

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交

付
さ
れ
る
。
税
金
、
健
康

保
険
情
報
な
ど
93
行
政
情

報
に
使
わ
れ
る
と
と
も
に
、

預
金
に
ま
で
番
号
が
必
要

と
な
る
。
番
号
は
、
個
人

で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。

　

企
業
に
お
い
て
も
ナ
ン

バ
ー
が
必
要
と
な
り
、
管

理
体
制
の
遅
れ
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
準
備
状
況
と

個
人
情
報
の
保
護
は
万
全

か
。

町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

遅
れ
が
生
じ
な
い

よ
う
に
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、

申
請
様
式
や
業
務
の
流
れ

を
各
課
連
携
し
準
備
中
で

あ
る
。

　

情
報
保
護
で
は
、
職
員

の
端
末
に
対
す
る
外
部
ウ

イ
ル
ス
メ
ー
ル
の
不
正
ア

ク
セ
ス
対
策
を
中
心
に
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
業

務
系
と
情
報
系
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
の
分
離
で
効
果

が
あ
る
。

橋
本

シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
は
１
０
０
％
国

か
ら
出
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
業
者
見
積
も
り
で

は
、
国
の
標
準
額
よ
り
大

幅
に
オ
ー
バ
ー
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
町
の
財
政

支
出
は
あ
る
の
か
。

町
長
ほ
と
ん
ど
の
部
分

で
整
備
補
助
金
や

交
付
税
措
置
と
な
る
が
、

各
省
が
想
定
す
る
範
囲
内

で
の
交
付
と
な
る
た
め
、

内
示
を
上
回
っ
た
分
は
町

の
支
出
と
な
る
。
現
在
で

は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

橋
本

住
民
の
利
便
性
の

た
め
と
い
う
が
、

個
人
情
報
が
洩
れ
る
危
険

が
あ
る
だ
け
で
、
住
民
に

は
あ
ま
り
得
は
な
い
よ
う

に
思
う
。
十
分
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
管
理
を
望
む
。

橋
本

特
定
保
健
用
食
品

や
栄
養
機
能
食
品

に
表
示
に
加
え
、
４
月
か

ら
機
能
性
表
示
食
品
の
表

示
が
可
能
に
な
っ
た
。
国

の
審
査
や
許
可
が
な
く
、

届
け
出
制
で
あ
る
た
め
、

食
品
の
効
能
な
ど
も
表
示

で
き
る
。
大
い
に
制
度
を

利
用
し
て
差
別
化
を
図
っ

た
農
産
物
、
加
工
品
の
販

売
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

町
長
事
業
者
の
責
任
で
、

科
学
的
根
拠
に
基

づ
く
表
示
と
説
明
が
必
要

と
な
り
、
病
気
の
予
防
や

治
療
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
表
示
が
で
き
な
い
た
め
、

効
果
事
態
が
保
証
さ
れ
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

ほ
か
の
も
の
と
差
別
化
す

る
と
い
う
点
で
は
今
後
研

究
し
て
い
く
。

鈴
木

自
治
体
か
ら
の
災

害
情
報
提
供
の
一

ツ
ー
ル
と
し
て
登
録
制

メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
を
し

て
い
る
が
、
登
録
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
現
在
の
登
録
件
数

は
２
９
３
件
で
あ

る
。
今
後
、
町
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
ほ

か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
際
に
加
入
を
呼
び
か
け
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

鈴
木

各
事
業
・
イ
ベ
ン

ト
の
情
報
も
メ
ー

ル
で
配
信
で
き
な
い
か
。

配
信
に
あ
た
り
分
野
別
に

情
報
を
区
分
し
、
町
民

個
々
が
必
要
な
情
報
を
発

信
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
町
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
配
信
し

て
い
る
が
、
町
全
体
、
と

り
わ
け
若
い
世
代
に
伝
わ

ら
な
い
。
若
い
世
代
向
け

に
、
今
現
在
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。

１
冊
で
情
報
が
わ
か
る
も

の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
に
あ
た
り
、
妊

娠
期
、
出
産
、
乳
幼
児
期
、

学
童
期
と
子
ど
も
の
成
長

に
応
じ
て
子
育
て
相
談
や

健
康
教
室
、
医
療
機
関
の

情
報
、
乳
幼
児
施
設
の
利

用
や
就
学
支
援
な
ど
総
合

的
に
網
羅
し
切
れ
目
の
な

い
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

鈴
木

子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
策
と
し
て

の
お
誕
生
お
祝
い
品
支
給

事
業
と
、
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
事
業
は
、
昨
年
か

ら
の
繰
越
事
業
だ
が
、
来

年
度
も
行
う
の
か
。
ま
た
、

平
成
18
年
度
で
終
了
し
た

子
宝
祝
金
の
復
活
は
な
い

の
か
。

町
長
町
で
は
、
乳
幼
児
、

児
童
生
徒
の
医
療

費
の
無
料
化
や
児
童
手
当

の
支
給
で
支
援
し
て
い
る
。

お
誕
生
お
祝
い
品
支
給
事

業
、
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
事
業
は
単
年
度
事
業
の

た
め
来
年
度
は
支
給
で
き

な
い
。
ま
た
、
子
宝
祝
金

の
支
給
も
財
源
に
限
り
が

あ
り
、
で
き
な
い
。

鈴
木

子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

妊
娠
か
ら
中
学
卒
業
ま
で

鈴
木

除
雪
ア
ダ
プ
ト
事

業
は
、
県
の
雪
対

策
交
付
金
を
利
用
し
て
、

自
治
会
が
生
活
道
路
を
確

保
す
る
も
の
だ
が
、
路
線

選
定
の
条
件
に
高
齢
者
世

帯
の
設
定
を
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
昨
年

の
補
助
対
象
期
間
は
１
月

１
日
か
ら
と
な
っ
て
い
る

が
、
12
月
か
ら
に
前
倒
し

で
き
な
い
か
。

町
長
冬
期
間
の
高
齢
者

世
帯
、
障
が
い
者

世
帯
の
方
々
は
大
変
な
苦

労
を
な
さ
れ
て
い
る
。
基

本
的
に
は
こ
の
事
業
に
合

致
す
る
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
長
を
通
じ
事
前
に

協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

補
助
対
象
期
間
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
は
12
月

１
日
か
ら
開
始
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

橋本欣一 議員

マイナンバー、取り扱い者も厳重チェック体制 登録制メールによる配信

マイナンバー制度、個人情報保護は大丈夫か
町長　ー　保護措置の徹底と、さらなる管理体制の強化を図る

「
食
品
機
能
性
表
示
」

の
活
用
を

鈴木幸廣 議員

災
害
情
報
・
町
事
業
の
情
報
発
信
の
考
え
方
は

町
長　
ー　
広
く
伝
達
で
き
る
方
策
を
立
て
て
い
く

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
と
支
援
策
は

除
雪
ア
ダ
プ
ト
事
業
と
高
齢

者
世
帯
の
除
雪
対
策
の
関
連
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斉
藤

い
ま
「
違
憲
立

法
」
と
も
い
え
る

「
安
全
保
障
」
関
連
法
案

が
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ

よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、

総
合
計
画
に
盛
り
込
む
か

ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題

と
す
る
。

教
育
長
中
学
２
・
３
年
で

は
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
平
和
の
大
切
さ
、
憲

法
に
お
け
る
平
和
主
義
に

つ
い
て
歴
史
と
関
連
付
け

な
が
ら
学
習
し
て
い
る
。

斉
藤

地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
振

興
を
図
る
「
拠
点
施
設
」

と
し
て
推
進
し
て
き
た
。

セ
ン
タ
ー
の
発
展
を
考
え

る
と
き
、
小
学
校
の
存
在

を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
町
長
と
教
育
長
の
所

見
を
求
め
る
。

町
長
活
力
に
満
ち
た
地

域
づ
く
り
を
展
開

す
る
に
は
、
次
世
代
育
成

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

町
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

く
。

教
育
長
本
町
で
は
、
小
学

校
全
て
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指

定
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
児
童
の
健
全
育
成

を
目
指
し
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
く
。

斉
藤

地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
が
行
う
事
業

が
充
実
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
間
の
格

差
が
生
ま
れ
る
。
行
政
の

役
割
を
明
確
に
す
べ
き
。

町
長
の
所
見
を
求
め
る
。

町
長
平
等
に
情
報
と
機

会
を
提
供
し
、
国

な
ど
の
支
援
事
業
を
積
極

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

斉
藤

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
に
つ
い
て
、

町
役
場
の
関
わ
り
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る

が
、
町
長
の
所
見
を
求
め

る
。

町
長
こ
れ
か
ら
も
地
区

と
良
好
な
信
頼
関

係
を
築
き
、
地
区
担
当
制

の
充
実
と
、
役
場
職
員
が

さ
ら
に
地
域
づ
く
り
に
関

わ
る
組
織
機
構
の
見
直
し

を
行
う
。

斉
藤

原
田
町
長
の
４
選

出
馬
へ
の
意
向
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

町
長
４
選
出
馬
に
つ
い

て
は
、
第
5
次
総

合
計
画
や
地
方
創
生
に
関

わ
る
総
合
戦
略
の
推
進
を

図
る
責
任
者
と
し
て
、
来

年
４
月
の
町
長
選
挙
に
再

選
出
馬
す
る
意
向
を
固
め

た
。

て
い
る
。

　

本
町
は
、
昭
和
59
年
に

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ど

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

き
た
の
か
。

町
長
毎
年
戦
没
者
追
悼

式
を
行
い
、
平
成

26
年
に
は
「
平
和
首
長
会

議
」
に
加
盟
し
、
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
希
求
す
る

活
動
と
連
携
し
て
い
く
。

斉
藤

第
5
次
総
合
計
画

に
、
「
平
和
教
育

の
実
施
」
を
含
む
「
平
和

関
連
事
業
」
を
盛
り
込
む

こ
と
を
求
め
る
。

町
長
平
和
関
連
事
業
を

さ
ら
に
充
実
す
る

鈴
木

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

柱
の
一
つ
と
な
る

べ
き
外
国
人
旅
行
者
の
受

け
入
れ
態
勢
は
ど
う
か
。

「
気
候
」「
自
然
」「
文
化
」

「
食
事
」
の
最
大
要
素
を

活
用
し
て
、
リ
ピ
ー
ト
し

て
も
ら
え
る
態
勢
を
作
れ

ば
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
の

方
に
は
吹
雪
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
し
、
地
場
産
の

お
土
産
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
幅
の
広
い
収
入
を
確

保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ど
の
よ
う
に
こ
の
町
の
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
く
の
か
。

町
長
本
町
に
お
い
て
も
、

海
外
か
ら
の
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
込
む
た

め
の
事
業
展
開
が
必
要
で

あ
る
と
の
思
い
は
持
っ
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
イ※

ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
組
み

は
不
十
分
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
検
討
会
議
」
に

本
町
も
参
画
し
、
独
自
の

施
策
も
積
極
的
に
検
討
し

て
い
く
。

　

「
や
ま
が
た
里
の
暮
ら

し
推
進
機
構
」
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
外
国
人
観
光

客
受
け
入
れ
の
た
め
の
施

設
や
態
勢
づ
く
り
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。「
か
わ

に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
を

核
と
し
て
、
特
産
品
や
お

土
産
品
の
商
品
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。　
　

　
　
　
　

鈴
木

木
質
な
ど
の
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
よ
る
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

川
西
町
の
電
力
総
消
費
量

は
ど
れ
位
な
の
か
。
ガ
ス

化
す
る
こ
と
に
よ
り
約
２

倍
の
カ
ロ
リ
ー
を
得
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
状
況

に
お
い
て
、
川
西
の
山
々

に
合
う
30
年
周
期
の
雑
木

林
再
生
サ
イ
ク
ル
を
利
用

し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ

ス
化
発
電
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

水
田
利
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
と
い

う
次
な
る
次
元
に
取
り
組

み
、
「
か
わ
に
し
エ
ナ

ジ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
電

力
に
よ
り
財
源
を
生
む
町

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
川
西
町
の
電
力
消

費
量
は
９
６
７
８

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ほ
ど
で
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に

つ
い
て
は
第
５
次
総
合
計

画
に
お
い
て
検
討
す
る
。

土
地
利
用
型
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
と
合
わ
せ
た
町
へ
の

経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、

調
査
研
究
し
て
い
く
が
、

電
力
と
し
て
は
１
％
程
度

が
期
待
さ
れ
る
。

※インバウンド　外国人が日本に来ること。日本人が外国に行くことは
アウトバウンドという。

鈴木清左衛門 議員

森林の有効活用　木質バイオマスガス発電に

庁舎前の宣言アピール

観光におけるインバウンド対応とバイオマスエネルギービジネス
町長　ー　木質バイオマス発電は第５次総合計画において検討

斉藤智志 議員

平
和
事
業
と
平
和
教
育
を
求
め
る

町
長　
ー　
平
和
関
連
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の「
検
証
」

原
田
町
長
４
選
出
馬

の
意
向
は

一　般

質　問
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平
成
27
年
10
月
５
日
か

ら
全
て
の
国
民
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

付
番
通
知
さ
れ
、
平
成
28

年
１
月
１
日
か
ら
社
会
保

障
、
税
で
の
個
人
番
号
利

用
及
び
希
望
者
へ
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始

ま
る
。

　

ま
た
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
を
介

し
た
特
定
個
人
情
報
の
提

供
等
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

全
国
的
に
準
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
川
西
町
で
も

番
号
制
度
導
入
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行

政
機
関
・
地
方
公
共
団
体

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
を
制
定
す
る
に
あ

た
り
、
本
町
に
お
け
る
各

種
業
務
に
お
い
て
個
人
番

号
の
収
集
、
保
有
、
利
用
、

提
供
等
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

診
療
報
酬
の
算
定
方
法

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
条
例

の
引
用
に
項
ず
れ
が
生
じ

た
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

な
ど
で
業
務
連
携
が
進
み
、

作
業
の
無
駄
が
削
減
さ
れ

る
。
所
得
や
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
が

把
握
し
易
く
、
負
担
を
不

当
に
免
れ
た
り
給
付
を
不

正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止

し
、
本
当
に
困
っ
て
い
る

方
に
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
行
政
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
。

　

川
西
町
で
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
る
各
種
業
務

を
実
施
す
る
た
め
、
番
号

法
に
基
づ
く
条
例
（
川
西

町
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
）
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

条
例
は
、
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
及
び
情
報
の
提
供
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
条
例
で
定
め
る
事

務
利
用
は
、
福
祉
医
療
給

付
規
則
の
３
事
業
と
幼
稚

園
保
育
料
条
例
の
１
事
業

で
あ
る
。

・
医
療
給
付
事
業
で
は
、

①
重
度
心
身
障
が
い（
児
）

者
の
医
療
助
成
に
関
す
る

事
務

②
乳
幼
児
等
の
医
療
助
成

に
関
す
る
事
務

③
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
助
成
に
関
す
る
事
務

・
幼
稚
園
事
業
で
は
、

①
幼
稚
園
の
保
育
料
及
び

預
か
り
保
育
料
の
徴
収
に

関
す
る
事
務

　

以
上
の
業
務
に
つ
い
て

利
用
し
て
い
く
旨
の
説
明

を
受
け
、
全
員
一
致
で
賛

成
し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

吉
島
小
学
校
屋
外
プ
ー

ル
の
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
。

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

殖
産
工
務
所
が
８
１
５
４

万
円
（
消
費
税
含
む
）
で

落
札
し
た
。
完
成
期
限
は

平
成
27
年
12
月
28
日
。
夏

休
み
期
間
中
の
工
事
着
手

と
な
る
た
め
、
代
替
施
設

の
提
供
、
児
童
の
移
動
に

万
全
を
期
す
よ
う
意
見
を

付
し
、
全
員
一
致
で
承
認

し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

犬
川
・
中
郡
・
東
沢
の

各
小
学
校
屋
内
運
動
場
の

耐
震
補
強
及
び
外
部
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
。

　

犬
川
小
の
請
負
金
額
は

７
７
２
２
万
円
。
請
負
者　

藤
島
建
設
。

　

中
郡
小
の
請
負
金
額
は

６
９
１
２
万
円
。
請
負
者　

殖
産
工
務
所
。

　

東
沢
小
の
請
負
金
額
は

７
４
５
２
万
円
。
請
負
者　

殖
産
工
務
所
。

　

い
ず
れ
も
指
名
競
争
入

札
で
落
札
。
金
額
は
消
費

税
を
含
む
金
額
。

　

完
成
期
限
は
、
犬
川
小
、

中
郡
小
は
共
に
平
成
27
年

11
月
30
日
。
東
沢
小
は
平

成
27
年
12
月
28
日
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

川
西
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
一
部
変
更
を

行
う
も
の
。
そ
の
内
容
は
、

①
米
沢
平
野
二
期
地
区
農

業
水
利
事
業

②
戸
別
所
得
補
償
円
滑
化

基
盤
整
備
事
業
（
谷
地
）

③
町
下
線
道
路
改
良
事
業

④
通
学
路
安
全
対
策
事
業

（
大
塚
東
線
）

⑤
小
学
校
施
設
改
修
事
業

（
犬
川
小
・
中
郡
小
・
東

沢
小
）

⑥
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
。
以
上
の

事
業
を
追
加
し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

吉島小プール、来年の夏はきれいなプールで泳げるぞ

着々と進む、大規模水田化

条　例

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

町
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

個
人
番
号
を

４
事
務
で
利
用

個
人
情
報
の

保
護
規
定
改
正

第
５
回

臨
時
会

第
４
回

臨
時
会

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平成27年10月、マイナンバーが通知される
川西町から住民票の住所にマイナンバー（12ケタ）
が通知され、申請により「個人番号カード」が交付
される。

平成28年１月、マイナンバーの利用開始
社会保障、税、災害対策で下記のような手続きのと
きにマイナンバーが必要になる。

社会保障…年金や雇用保険の資格取得や確認、給付。ハローワークの事
務。医療保険の保険料徴収。福祉分野の給付など

税…………確定申告、届出書、調書などに記載　など
災害対策…被災者生活再建支援金の支給。被災者台帳の作成事務など

ステップ１

ステップ２

臨時会
請負契約

吉島小プール改修
　

７
月
21
日
及
び
８
月
３
日
に
第
４
回
・

第
５
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
犬
川
小
・

中
郡
小
・
東
沢
小
の
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
工
事
と
吉
島
小
屋
外
プ
ー
ル
の
改
修

工
事
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

３
小
学
校
体
育
館
耐

震
化
工
事

過疎地域
自　立

促進計画

６
事
業
を
追
加
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第
１
分
科
会
は
、
平
成

27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）及
び
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
、
担
当
各

課
よ
り
説
明
を
受
け
、
慎

重
に
審
査
し
た
。

問

一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
８
２
８

万
を
追
加
し
て
総
額
１
１

１
億
４
９
４
３
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
、
地
方
交
付
税
の
歳
入

が
１
億
４
９
８
０
万
円
増

額
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

企
画
財

政
課
長

今
年
度
は
、
普
通

交
付
税
の
算
定
に

お
い
て
、
新
た
に
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

の「
人
口
減
少
等
特
別
対

策
事
業
費
」が
創
設
さ
れ

た
こ
と
も
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
普
通
交
付
税
の
当

総務文教
第 １

分科会

初
予
算
の
計
上
に
当
た
り
、

国
か
ら
示
さ
れ
る
地
方
財

政
計
画
の
情
報
分
析
を
行

い
、
健
全
な
財
政
運
営
を

推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

過
大
な
算
定
と
な
ら
な
い

よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
き
た
。

　

普
通
交
付
税
の
算
定
額

が
当
初
予
算
額
を
上
回
っ

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
だ
が
、
本
町
の
財
政

運
営
は
、
当
初
予
算
か
ら

財
政
調
整
基
金
や
町
債
管

理
基
金
を
繰
り
入
れ
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
健
全
な

財
政
運
営
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

問

理
科
教
育
充
実
支

援
事
業
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
気

の
働
き
な
ど
を
学
ぶ
た
め

の
理
科
教
材
を
購
入
す
る

と
あ
る
が
、
保
管
及
び
管

理
は
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
総

務
課
長

小
松
小
学
校
内
の

川
西
町
理
科
教
育

セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
貸
し

出
す
。

　

庁
舎
建
設
基
金
と
し
て
、

当
初
予
算
で
１
０
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

こ
の
た
び
の
補
正
で
１
億

円
を
増
額
し
た
。
町
庁
舎

は
老
朽
化
が
激
し
く
、
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
平

成
26
年
度
決
算
及
び
平
成

27
年
度
の
交
付
税
の
歳
入

状
況
に
よ
り
増
額
す
る
も

の
。
今
年
度
の
基
金
積
立

　

平
成
26
年
度
か
ら
の
繰

越
金
が
確
定
し
た
。
歳
入

歳
出
差
引
き
は
、
４
億
１

は
１
億
１
０
０
０
万
円
と

な
る
。

　

第
５
次
総
合
計
画
期
間

中
（
平
成
28
年
度
か
ら
10

年
間
）
の
建
設
を
視
野
に

入
れ
、
基
金
を
積
み
立
て

新
庁
舎
の
建
設
に
充
て
る
。

産業厚生
第 ２

分科会

　

第
２
分
科
会
は
、
平
成

27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
・
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
介
護
保
険
事
業
並
び

に
後
期
高
齢
者
医
療
の
各

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
各
担
当
課
よ
り
説

明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査

し
た
。

問

町
有
牛
貸
付
管
理

事
業
で
の
和
牛
の

素
牛
増
頭
及
び
確
保
に
よ

る
畜
産
農
家
の
経
営
基
盤

強
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

産
業
振

興
課
長

全
国
的
に
素
牛
が

不
足
し
、
取
引
価

格
も
高
止
ま
り
し
て
い
る

一
方
、
町
内
に
は
優
良
な

素
牛
が
多
く
増
頭
の
意
欲

が
高
ま
っ
て
お
り
、
繁
殖

素
牛
導
入
時
の
負
担
軽
減

を
実
施
す
る
。

問

新
規
畜
産
経
営
維

持
貸
付
金
事
業
で
、

新
規
就
農
者
が
幅
広
い
分

野
で
活
用
で
き
る
よ
う
貸

付
条
件
と
限
度
額
の
拡
充

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

か
。

産
業
振

興
課
長
Ｉ
タ
ー
ン
新
規
参

入
者
に
つ
い
て
、

畜
産
経
営
が
ひ
っ
ぱ
く
す

る
状
況
に
あ
る
の
で
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
財
政
支
援
を
行
う
。

問

国
営
か
ん
が
い
排

水
米
沢
平
野
２
期

地
区
事
業
が
、
平
成
27
年

度
で
完
成
す
る
が
、
負
担

金
の
繰
上
償
還
は
な
ぜ
行

わ
れ
る
の
か
。

農
地

課
長
規
定
償
還
（
15
年

で
の
支
払
い
）
４

億
１
９
７
５
万
円
に
対
し
、

平
成
27
年
度
で
２
億
４
６

１
８
万
円
を
繰
上
償
還
す

る
。
ま
た
、
28
年
度
で
２

６
１
１
万
円
の
繰
上
償
還

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
金

利
分
１
億
４
７
０
０
万
円

の
経
費
削
減
が
図
ら
れ
る
。

（歳出）
放課後児童クラブ　委託料 588万円
冬期交通確保（除雪費） 5000万円
国営かんがい排水米沢平野２期負担金 2億4618万円
町道舗装（オーバーレイ） 1200万円
道路側溝整備 500万円
庁舎建設基金 1億円

（歳入）
地方交付税 1億4980万円
６次拠点施設　県補助金 1005万円
前年度繰越金 2億2396万円
町債（借入金） 2億8499万円

０
１
０
万
円
と
な
り
、
繰※

越
明
許
で
翌
年
度
に
繰
り

越
す
べ
き
財
源
９
６
１
４

万
円
を
差
し
引
い
た
、
３

億
１
３
９
６
万
円
を
27
年

度
へ
繰
り
越
し
た
。

　

当
初
予
算
で
、
繰
越
金

は
９
０
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
こ
の
た
び

の
補
正
予
算
で
２
億
２
３

９
６
万
円
を
増
額
し
た
。

　

繰
越
金
が
３
億
円
を
超

え
る
の
は
初
め
て
で
、
過

去
最
高
額
。

会　計　別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第３号）
111億4943万円

（4億2828万円を追加補正）
全員賛成に
より可決

国民健康保険事業特
別会計（第２号）

20億553万円
（79万円を追加補正）

全員賛成に
より可決

下水道事業特別会計
（第２号）

5億4799万円
（309万円を追加補正）

全員賛成に
より可決

農業集落排水事業特
別会計（第１号）

8827万円
（190万円を追加補正）

全員賛成に
より可決

介護保険事業特別会
計（第２号）

18億3879万円
（188万円を追加補正）

全員賛成に
より可決

後期高齢者医療特別
会計（第１号）

1億5687万円
（305万円を追加補正）

全員賛成に
より可決

※繰越明許　年度内に予定していた事業が終わらず、予算を次年度に繰
越して事業を完成させること。議会の承認を必要とする。

危険が指摘された庁舎北側　耐震調査で

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
ほ
か
５
会
計
の
補

正
予
算
が
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
地
方
交
付
税
、
繰
越
金

が
確
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
庁
舎
建
設
基

金
へ
の
積
立
金
を
増
額
す
る
こ
と
に
し
た
。

平成27年度一般会計補正予算（第３号）の主な内容

庁
舎
建
設
基
金
に
１
億
円

次
期
総
合
計
画
で
の

建
設
を
視
野

繰
越
金

２
億
２
３
９
６
万
円
増
額

平成27年度 各会計補正予算
補　正

予　算

（18）（19） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成27年10月15日発行
第123号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成27年10月15日発行
第123号



◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
か
か
る

国
会
決
議
の
実
現
に
関
す

る
意
見
書
提
出
の
請
願

《
所　

管
》

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同

◎
「
平
和
安
全
法
制
」
法

案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

《
所　

管
》

総
務
文
教
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

平
和
憲
法
を
守
り
、
社
会

保
障
を
よ
く
す
る
川
西
の

会　

代
表　

平　
　

隆
雄

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

橋
本　

欣
一

《
審
査
の
過
程
と
結
果
》

　

本
請
願
は
、「
平
和
安

全
法
制
」
法
案
の
廃
案
を

求
め
る
た
め
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
て
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
、
委

員
か
ら
は
国
民
へ
の
説
明

　

安
倍
内
閣
は
、
昨
年
７

月
「
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
を
閣
議
決
定
し
、
新

法
案
の
「
国
際
平
和
支
援

法
」
と
現
行
法
の
10
本
の

「
改
正
」を
一
括
し
た「
平

和
安
全
法
制
整
備
法
」
案

と
で
構
成
す
る
「
平
和
安

全
法
制
」
の
成
立
を
、
多

　

７
月
28
日
か
ら
ハ
ワ
イ

で
開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣

僚
会
合
は
、
大
筋
合
意
に

至
ら
ず
に
閉
幕
し
た
が
、

日
米
両
国
を
中
心
に
改
め

て
閣
僚
会
合
開
催
な
ど
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
大
詰
め
を

迎
え
て
い
る
。

　

政
府
が
情
報
を
ま
っ
た

く
開
示
し
な
い
一
方
、
７

月
の
閣
僚
会
合
に
お
い
て
、

日
本
が
大
幅
関
税
引
き
下

げ
な
ど
、
農
産
物
重
要
５

品
目
に
つ
い
て
譲
歩
を
容

認
し
た
と
の
報
道
が
相
次

ぎ
、
生
産
現
場
に
大
き
な

不
安
と
政
府
へ
の
不
信
が

募
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
４
月
、
衆
参

農
林
水
産
委
員
会
で
決
議

さ
れ
た
、
食
品
の
安
全
・

安
心
、
食
料
の
安
定
生
産

を
損
な
わ
な
い
こ
と
、
国

の
主
権
を
損
な
う
よ
う
な

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
は
合
意
し

な
い
こ
と
、
農
林
水
産
分

野
重
要
５
品
目
な
ど
の
聖

域
を
確
保
で
き
な
い
場
合

は
脱
退
も
辞
さ
な
い
こ
と
、

国
民
へ
の
十
分
な
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
、
な
ど
を

内
容
と
す
る
決
議
を
採
択

大
な
局
面
を
迎
え
て
い
る

な
か
、
こ
れ
ら
国
会
決
議

を
必
ず
実
現
す
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

外
務
大
臣

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣

　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣

ほ
か

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

く
の
国
民
の
反
対
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
数
の
力
で
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
関
連
法
案
は
、
日

本
の
安
全
保
障
体
制
を
大

き
く
変
え
る
も
の
で
、
憲

法
に
違
反
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
既
に
多
く
の
学
者

が
指
摘
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、「
平
和
安
全

法
制
」
の
廃
案
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
あ
る
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
６
人
）

　

９
月
２
日
～
３
日
の
両

日
に
定
例
議
会
を
傍
聴
し

た
。
会
議
開
会
予
告
ベ
ル

前
に
議
員
及
び
執
行
側
全

員
が
着
席
し
て
い
た
。
定

刻
に
議
長
の
会
議
開
会
宣

告
に
よ
り
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。
適
度
の
緊
張
感
が

あ
り
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
議

事
運
営
に
感
心
し
た
。

　

一
般
質
問
の
議
員
の
持

ち
時
間
60
分
も
、
超
過
す

る
こ
と
な
く
有
意
義
な
質

疑
、
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ

の
間
議
場
内
に
は
私
語
や
、

姿
勢
の
み
だ
れ
等
も
な
く

経
過
し
た
こ
と
に
も
感
心

し
た
。

　

毎
回「
議
会
だ
よ
り
」を

見
て
、
一
般
質
問
の
答
弁

は
な
ぜ
町
長
の
み
な
の
か

疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、

今
回
の
傍
聴
で
納
得
で
き

た
。
町
長
が
そ
の
全
体
像
、

方
向
性
を
示
し
実
務
的
な

補
足
は
担
当
課
長
が
答
弁

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
議

場
の
全
員
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
安
心

し
た
。

　

た
だ
、
議
員
席
、
執
行

席
内
に（
藤
﨑
事
務
局
長

の
他
）女
性
の
姿
が
な
い

の
は
非
常
に
残
念
。
今
回

の
質
問
者
か
ら
女
性
の
視

点
を
お
お
い
に
仰
ぎ
た
い

旨
の
発
言
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
近
い
将
来
、
議
席

そ
し
て
執
行
席
に
多
く
の

女
性
の
登
場
を
待
望
し
た

い
。

が
不
十
分
で
あ
る
と
と
も

に
戦
争
へ
導
く
よ
う
な
法

案
で
あ
り
、
採
択
す
べ
き

と
の
意
見
や
、
日
本
国
民

を
守
る
た
め
に
は
必
要
最

低
限
の
法
律
で
あ
り
、
こ

の
請
願
に
は
反
対
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
可
否
同

数
と
な
り
、
委
員
長
採
決

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
長
報
告
の
後
採
決
し
、

賛
成
多
数
で
採
択
と
な
っ

た
。賛

成
多
数
に
よ
り
採
択

（
反
対
６
人
）

組
合　

代
表
理
事
組
合
長
、

山
形
お
き
た
ま
農
協
農
政

対
策
本
部　

本
部
長

　
　
　
　
　

木
村　

敏
和

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

佐
々
木
賢
一

《
審
査
の
過
程
と
結
果
》

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
か
か
る

国
会
決
議
の
実
現
を
求
め

る
も
の
で
、
交
渉
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い
る
な
か
、

政
府
は
交
渉
状
況
を
ま
っ

た
く
開
示
し
な
い
。
一
方
、

７
月
の
閣
僚
会
合
に
お
い

て
、
農
産
物
重
要
５
品
目

に
つ
い
て
譲
歩
を
容
認
し

た
と
の
報
道
が
相
次
ぎ
、

生
産
現
場
に
大
き
な
不
安

と
政
府
へ
の
不
信
が
募
っ

て
い
る
。

　

衆
参
農
林
水
産
委
員
会

は
、
食
品
の
安
全
・
安
心

及
び
食
料
の
安
定
生
産
を

損
な
わ
な
い
こ
と
、
国
の

主
権
を
損
な
う
よ
う
な
Ｉ

Ｓ
Ｄ
条
項
に
は
合
意
し
な

い
こ
と
、
重
要
５
品
目
の

聖
域
を
確
保
で
き
な
い
場

合
は
脱
退
も
辞
さ
な
い
こ

と
、
国
民
へ
の
十
分
な
情

報
開
示
を
行
う
こ
と
、
な

ど
を
内
容
と
す
る
決
議
を

採
択
し
た
。

　

政
府
は
、
日
米
二
国
間

協
議
を
含
め
た
交
渉
に
関

す
る
情
報
を
開
示
徹
底
し
、

か
か
る
決
議
を
厳
守
し
て

交
渉
に
臨
む
重
い
責
任
が

あ
る
。

　

交
渉
が
重
大
な
局
面
を

迎
え
て
い
る
な
か
、
こ
れ

ら
国
会
決
議
を
必
ず
実
現

す
る
よ
う
、
政
府
及
び
関

係
機
関
に
対
し
て
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
趣
旨
の

も
の
で
あ
る
。

　

本
請
願
は
願
意
妥
当
で

あ
り
、
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
採
択

し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
報
道
の

と
お
り
に
交
渉
さ
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
到
底
納
得

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

政
府
は
、
交
渉
に
関
す

る
情
報
開
示
の
徹
底
と
、

係
る
決
議
を
厳
守
し
交
渉

に
臨
む
極
め
て
重
い
責
任

が
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
重

日本の食の安全を守るために

請　願

「
平
和
安
全
法
制
」廃
案
請
願

賛
成
多
数
で
採
択

採　

択

２
意
見
書
を
国
に
提
出

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉 

国
会
決
議
を
守
れ

意見書

憲
法
違
反
の
「
平
和
安
全
法
制
」
を
廃
案
に
せ
よ

広報モニターから

ひとこと①
上小松　村山　憲雄 さん

　

請
願
の
採
択
に
よ
り
、
国
に
提
出
す
る
二
つ
の
意
見
書

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
は
９
月
18
日
付
け
で
行
わ
れ
た
。
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議
会
意
見
交
換
会
は
、

町
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

（
行
政
意
見
交
換
）
と
は

違
い
、
執
行
権
の
な
い
議

会
・
議
員
と
の
意
見
交
換

と
な
る
た
め
、
行
政
当
局

の
各
施
策
へ
の
即
効
的
な

実
効
や
反
映
は
確
約
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
。
む
し

『政策提言』会議へのご案内
第３回目の政策提言書の提出に町民の皆さんの
傍聴をお願いします。

と　き　10月26日㈪11：00
ところ　川西町議会議場

地区名 月　日 会　場 参加者 議　　員　（先頭が班長）

小松 ８月18日 川西町中央公民館 22人
髙橋　照夫、金子　一郎、髙梨　勇吉、齋藤　修一、遠藤　章一、神村　建二、
鈴木　幸廣

中郡 ８月18日 中郡地区交流センター 24人
加藤　俊一、佐々木賢一、淀　　秀夫、斉藤　智志、橋本　欣一、鈴木清左衛門、
伊藤　　進、伊藤　寿郎

大塚 ８月19日 大塚地区交流センター 14人
髙橋　照夫、金子　一郎、髙梨　勇吉、齋藤　修一、遠藤　章一、神村　建二、
鈴木　幸廣

質疑、要望、意見 質疑等への回答・今後の対応

１

人口減少対策について
○若者定住について、移住、定住者のために住宅の無
償供給をできないか。

○県外市町村では、移住し長く定住したら無償で提供するとこ
ろもあり、町当局に提言したい。

○高校生の地元定着（雇用）支援策が必要でないか。
高校での授業でも地元への定着を教えてはどうか。

○ほかの市町村では高校生の雇用を実施した企業へ支援してい
るところもあり、検討したい。

○人口減少対策について、各事業計画はよいが本当に
実施できるのか。実施できなければ資金をプールし
大きな事業をできないか。

○国・県の交付金、補助金などはプールは難しいと思うが、町
独自の施策を充実させる必要がある。

○若者定住について、企業の誘致、土地の提供、建物
の提供等を行い、雇用の場を創設できないか。

○町としての最優先課題と捉え、町当局に提言したい。

○子育て中の女性や若い人が意見交換会に参加してい
ないのは。

○今後は幅広く、若い人の意見も取り入れる仕組みを作りたい。

○若者定住予算があるが、町として具体的に、わかり
易く示してほしい。

○若者定住として6つの事業を行っている。わかり易い資料を
作成し、情報提供を行うように促したい。

○近隣市町にはない独自の対策はあるか。 ○多くの事業は、国、県の補助事業である。中学生までの医療
費無料化はいち早く導入した。病児保育事業については、県
内でも先進的に取り組んでいる。若者定着の勤労者住宅支援
事業は、特徴ある事業である。

２

6次産業化拠点施設の運営について
○町内には大型スーパーもあり競合するのでは。施設
運営では目標が定まっていないのではないか。

○拠点施設の運営は、町民全員の起業のチャンスと考える。議
会としても成功に向け努力するので、理解をいただき参加協
力してほしい。

○地元生産物のみの販売となるのか、ブランド商品は
何なのか。

○ブランド商品はまだないが、早めの開発が必要だと考える。

○冬の商品はどう考えるか。 ○町は、米が主産品であり、なかなか難しいが、町民と考えな
がら商品開発を行う。

○拠点施設は道の駅のようなものになるか。 ○町民全員に夢を与える施設としたい。皆が起業できるよう盛
り上げていただきたい。

○目玉商品を作ってから営業すればよいのだが。売り
上げの目標と経常利益はどのくらいか。

○目玉商品はこれからである。目標総額は1億2000万円であ
る。経常利益等具体的な数字はまだ提示されていない。

○出資金の状況は。 ○当初500万円の予定であったが、現在は768万円となっている。

３

その他
○道路除雪が不十分だ。担当課にお願いしてもすぐに
対処してもらえない。

○町のルールでは、自治会長から担当課へ連絡することになっ
ている。

○議員定数削減の問題はどうなっているか。 ○今後検討することになる。
○若い人の議員立候補を促すため、議員報酬を40万
円ぐらいにできないか。

○報酬については、特別職報酬審議会で検討される。近隣市町
でも取りざたされており、議員定数とともに考えなければな
らない。

○ふるさと納税はどのくらいあり、金額はいくらか。 ○平成20年から26年まで、寄付件数で779件、金額1119万円
である。平成26年だけでは、電子申告システム導入と返礼
品のメニュー拡大で、541件で661万円であった。

ろ
、
緊
急
的
な
施
策
は
別

と
し
て
、
中
長
期
的
な
施

策
に
反
映
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

議
会
で
は
、
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
行
政
に
対
し

て
政
策
提
言
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
一
年
後

に
検
証
・
評
価
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
提
言
に
実
効

性
を
持
た
せ
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
全
国
で
も

こ
こ
ま
で
徹
底
す
る
議
会

は
少
な
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
議
員
個

人
の
意
見
を
聞
き
た
い
と

い
う
要
望
も
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
議
会
と
し

て
統
一
意
見
の
合
意
形
成

が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

提
言
、
検
証
、
評
価
の
循

環
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、

極
力
、
議
会
全
体
の
共
通

認
識
が
で
き
た
も
の
を
議

会
の
答
弁
と
し
て
い
る
。

　

今
年
の
意
見
交
換
会
は
、

地
方
創
生
の
中
心
的
課
題

で
あ
る
「
人
口
減
少
対

策
」
と
「
６
次
産
業
化
拠

点
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、
時
間
を
延

長
し
て
の
会
場
も
あ
っ
た
。

詳
し
く
は
左
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
。

小松地区

大塚地区

中郡地区

意　見
交換会

『
人
口
減
少
』活
発
な
議
論

３
会
場
で
開
催

こんな質問･要望がありました（抜粋）議会ホームページで公開されます

　
議
会
基
本
条
例
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
住

民
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

年
は
、
二
巡
目
と
な
り
、
一
昨
年
と
同
じ

会
場
で
の
設
定
と
し
た
。
各
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
と
自
治
会
長
会
の
協
力
に
よ
り
、

多
数
の
参
加
を
え
て
、
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
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議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 15

議　　員　　名

伊
藤
　
寿
郎

伊
藤
　
　
進

鈴
木
　
幸
葊

鈴
木
清
左
衛
門

神
村
　
建
二

橋
本
　
欣
一

遠
藤
　
章
一

斉
藤
　
智
志

淀
　
　
秀
夫

齋
藤
　
修
一

髙
梨
　
勇
吉

金
子
　
一
郎

佐
々
木
賢
一

髙
橋
　
照
夫

加
藤
　
俊
一

第３回定例会
請願第２号「平和安全法制」法案の廃案を求める意見書提出の請願の採決 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × × ○
発議第18号「平和安全法制」法案の廃案を求める意見書提出についての採決 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × × ○
　町提出議案17件、請願審査２件、議員発議４件。○は賛成、×は反対　議長は賛否に加わらない。その他の議案は全員賛成。

月 件数 金額 内容
4月 2 8,000 消防団歓送迎会ほか
5月 6 71,000 東京川西会総会ほか
6月 2 14,000 観光協会総会ほか

月 件数 金額 内容
7月 5 48,000 置賜３市５町総会ほか
8月 2 8,500 東京川西会交流会ほか
9月 0 0

月 件数 金額 内容
上半期
合計 17 149,500

稲
穂
の
重
み
た
し
か
め
て

　

秋
晴
れ
の
一
日
、
犬
川

小
学
校
で
は
恒
例
の
稲
刈

り
が
行
わ
れ
た
。
全
校
生

徒
59
人
の
学
校
行
事
で
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
を

重
そ
う
に
刈
り
取
っ
て
い

た
。

　

始
め
は
恐
る
恐
る
の
手

つ
き
だ
っ
た
が
時
間
と
共

に
慣
れ
始
め
、
刈
り
終
わ

る
こ
ろ
に
は
も
う
一
人
前

で
あ
る
。

　

稲
杭
に
か
け
ら
れ
、
数

週
間
か
け
て
天
日
乾
燥
さ

れ
た
コ
メ
は
収
穫
感
謝
祭

の
際
に
ご
飯
に
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
お
な
か
も
心

も
満
腹
に
な
る
予
定
で
あ

る
。

　

８
月
５
～
６
日
の
日
程

で
茨
城
県
大
子
町
と
栃
木

県
大
田
原
市
を
訪
れ
、「
人

口
減
少
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
先
進
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

大
子
町
の
本
格
的
な
子

育
て
支
援
は
平
成
21
年
度

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
事
業
は
、
子

育
て
応
援
情
報
誌
「
げ
ん

き
」
発
行
を
は
じ
め
と
し
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
保
育

料
・
授
業
料
や
給
食
費
の

無
料
化
、
小
中
学
校
給
食

費
の
軽
減
化
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

の
実
施
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
子
ど
も
教
室
の
開

設
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

補
助
な
ど
が
あ
る
。

　

大
田
原
市
は
、「
大
田

原
市
子
ど
も
権
利
条
例
」

と
「
大
田
原
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例
」
を
設

　

「
農
産
物
の
生
産
拡
大

と
販
売
戦
略
に
関
す
る
視

察
調
査
」
を
８
月
20
日
～

21
日
に
行
っ
た
。

　

視
察
地
は
、「
道
の
駅

あ
い
づ
」
湯
川
・
会
津
坂

下
、「
道
の
駅
た
ま
か
わ
」

（
玉
川
村
生
産
物
直
売
所

こ
ぶ
し
の
里
）
の
２
カ
所
。

定
し
、
子
育
て
環
境
日
本

一
を
目
指
し
、
多
く
の
施

策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
子
育

て
支
援
基
金
」
と
し
て
平

成
26
年
度
末
で
、
基
金
残

高
８
１
０
０
万
円
を
保
有

し
、
第
３
子
以
降
の
子
育

て
祝
い
金
支
給
制
度
を
創

設
し
、
子
育
て
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。
特
に
、

小
児
期
か
ら
規
則
正
し
い

食
生
活
や
健
康
の
大
切
さ

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
将
来
の
担
い

　

湯
川
村
と
会
津
坂
下
町

が
共
同
で
整
備
し
、
全
国

初
の
２
つ
の
自
治
体
に
よ

る
運
営
。
ま
た
、
東
北
初

の
水
防
拠
点
と
な
る
「
河

川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
備
え
て
い
る
。

業
展
開
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

平
成
18
年
10
月
に
、
以

前
か
ら
あ
っ
た
生
産
物
直

売
所
に
24
時
間
の
休
憩
所

と
ト
イ
レ
を
増
設
し
「
道

の
駅
」
と
し
て
開
設
さ
れ

た
。
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動

車
道
玉
川
Ｉ
Ｃ
と
福
島
空

港
に
近
接
し
た
利
便
性
の

高
い
位
置
に
あ
る
。

手
で
あ
る
子
ど
も
を
健
や

か
に
育
て
る
た
め
に
、
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、

予
防
を
目
的
に
「
小
児
期

か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
」
を
実
施
し
て
き
て

い
る
。

　

大
田
原
市
や
大
子
町
を

含
む
構
成
８
市
町
は
、
相

互
連
携
し
、
圏
域
全
体
と

し
て
必
要
な
生
活
機
能
を

確
保
す
る
「
定
住
自
立
圏

　

施
設
構
成
は
農
産
物

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
あ
い
づ
物

産
館
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
く
う
べ
え
る
」
で
構
成

さ
れ
、
年
間
総
売
り
上
げ

は
１
億
４
０
０
０
万
円
以

上
を
見
込
む
と
い
う
。

　

当
初
、
農
村
地
帯
で
あ

ま
り
期
待
さ
れ
て
い
な

　

村
は
山
間
部
で
、
各
農

家
が
少
量
多
品
目
生
産
で
、

７
０
０
品
種
の
農
産
物
生

産
を
行
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ａ

に
販
売
す
る
と
一
山
い
く

ら
の
価
格
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
各
自
販
路

を
求
め
て
い
た
。
こ
の
状

況
か
ら
村
に
販
売
所
の
設

置
が
決
ま
っ
た
。
加
工
所

な
ど
も
設
置
し
、
最
初
は

サ
ル
ナ
シ
（
１
０
０
％
原

液
）、透
明
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
販
売
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
加
工
品
が
拡
大
。

　

現
在
２
億
の
売
り
上
げ

が
あ
り
、
生
産
は
95
％
が

村
内
産
で
あ
る
。
多
品
目

で
珍
し
い
商
品
が
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
さ
ら
に
マ
ス

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
相

乗
効
果
が
あ
が
っ
た
。
常

に
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
て
き
た
こ
と
が

成
功
の
秘
訣
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
視
察
を
大
い
に
参

考
に
し
、
町
内
産
品
の
種

類
を
増
や
し
、
農
家
収
入

の
増
加
と
、
産
業
振
興
を

図
り
た
い
。

構
想
」
を
推
進
し
、
地
方

圏
に
お
け
る
定
住
の
受
け

皿
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

国
の
特
別
交
付
税
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
広
域
的
な

事
業
の
展
開
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
広
域
的
な
事
業

と
し
て
、
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
教
育
事
業
全
般

の
連
携
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
の
共
催
、
特
産
品
の
販

路
拡
大
、
新
規
就
農
者
支

援
、
広
域
観
光
の
推
進
等

を
行
っ
て
い
る
。

か
っ
た
が
、
い
ざ
営
業
を

開
始
し
て
み
る
と
、
近
隣

か
ら
の
来
客
が
多
く
、
開

業
直
後
か
ら
売
り
上
げ
が

増
大
し
た
。
県
内
ナ
ン

バ
ー
の
車
両
が
75
％
と
県

内
客
が
ほ
と
ん
ど
。
イ
ベ

ン
ト
、催
事
の
工
夫
で「
遊

び
に
行
く
場
」
と
し
て
着

実
に
定
着
し
て
い
る
。

　

試
行
錯
誤
の
連
続
で
は

あ
る
が
、
普
段
使
い
の
商

品
・
有
機
農
産
物
販
売
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
商
品
の
開
発

の
３
本
柱
を
確
立
し
、
事

湯川村と会津坂下町が共同で整備した「道の駅あいづ」

子育て環境日本一を目指す大田原市

９月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により各議員の議案に対する賛否状況を報告する。

議長交際費（議会活性化の一環として公開） ４月から９月まで

表
紙
の
写
真

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

管
理
運
営
に
独
特
の
哲
学

総務文教常任委員会

子育て情報をひとまとめ
委員会
レポート

大
子
町
の
子
育
て
支
援
策

大
田
原
市
の
地
域
定
住
促

進
政
策

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自

立
圏
の
取
り
組
み

「
道
の
駅
あ
い
づ
」

湯
川
・
会
津
坂
下

「
道
の
駅
た
ま
か
わ
」

（
玉
川
村
農
産
物
直
売
所

こ
ぶ
し
の
里
）
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平
成
24
年
８
月
に
、
置

賜
初
の
病
児
保
育
施
設
が
、

美
女
木
げ
ん
き
保
育
園
に

併
設
さ
れ
た
。

　

病
児
保
育
施
設
と
は
、

病
気
の
た
め
保
育
園
な
ど

に
登
園
で
き
な
い
子
供
を

預
か
る
施
設
で
あ
る
。
連

携
す
る
隣
の
小
児
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
院
と
と
も
に
、

こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。「
げ

ん
き
ル
ー
ム
」
と
名
付
け

ら
れ
、
対
象
は
生
後
２
カ

月
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

で
、
定
員
は
３
名
。
看
護

師
１
人
と
保
育
士
１
人
で

対
応
し
、
受
け
入
れ
は
最

長
で
連
続
７
日
間
で
あ
る
。

共
働
き
の
親
が
安
心
し
て

職
場
で
働
く
こ
と
が
で
き

議会傍聴においでください
定例会本会議、予算特別委員会は
ＮＣＶ、インターネットでご覧になれます

まちの未来が見える （９月定例会の傍聴者は10人）

次の定例会は12月

る
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

　

川
西
町
は
県
内
で
も
３

世
代
同
居
が
多
い
と
い
わ

れ
、
家
庭
内
に
は
、
子
供

が
病
気
の
際
、
誰
か
が
世

話
で
き
る
人
が
い
る
と
い

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

近
年
の
生
活
様
式
の
多
様

化
や
核
家
族
化
に
よ
り
、

家
族
内
で
の
保
育
が
困
難

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
特
に

共
働
き
世
代
で
は
、
以
前

か
ら
長
い
間
求
め
ら
れ
て

き
た
施
設
で
あ
る
。

　

病
気
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
の
個
室
の
確
保
や
設
備

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
設

備
投
資
に
多
額
の
金
額
が

か
か
り
、
さ
ら
に
病
児
の

入
所
予
測
が
難
し
い
と
い

う
経
営
上
の
問
題
が
あ
る
。

子どもの元気を守るため、おきたま初、もちろん川西初の病児保育施設

　

川
西
町
60
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
川
西
町
女
性

議
会
が
開
催
さ
れ
る
。
過

去
に
は
中
学
生
に
よ
る
模

擬
議
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

女
性
だ
け
で
町
に
提
言
す

点
で
、
お
ら
だ
の
ま
ち
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

公
募
３
人
、
団
体
推
薦
２

人
、
地
区
推
薦
７
人
、
置

農
生
３
人
の
合
計
15
人
で

構
成
さ
れ
る
。
９
月
20
日

に
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ

れ
正
式
に
女
性
議
員
が
誕

生
し
た
。
緊
張
の
中
に
も
、

一
人
一
人
に
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
、
き
り
っ
と
し

た
眼
差
し
か
ら
は
期
待
以

上
の
も
の
を
感
じ
た
。

　

女
性
議
会
本
会
議
の
11

月
22
日
ま
で
、「
ひ
と
づ

く
り
」、「
ち
い
き
づ
く

り
」、「
し
ご
と
づ
く
り
」

の
３
分
科
会
に
分
か
れ
勉

強
会
を
開
催
し
、
町
の
現

状
・
課
題
を
把
握
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
描
く
将
来

像
の
実
現
に
向
け
て
一
般

質
問
を
す
る
。
さ
ら
に
、

議
会
後
に
は
反
省
検
討
会

を
開
く
。

　

女
性
の
社
会
進
出
に
は

家
庭
・
職
場
・
地
域
の
理

解
が
重
要
と
な
る
。
子
育

て
支
援
な
ど
の
さ
ら
な
る

充
実
で
、
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
。

る
機
会
は
初
め
て
で
あ
る
。

　

山
形
県
内
の
35
市
町
村

の
議
会
で
、
女
性
が
１
人

も
い
な
い
女
性
ゼ
ロ
議
会

は
11
町
村
で
あ
る
（
平
成

27
年
６
月
現
在
）。
ま
た
、

総
定
数
に
占
め
る
女
性
議

員
は
１
割
に
も
満
た
な
い

状
況
で
あ
る
。
女
性
の
政

治
参
加
の
推
進
は
本
町
の

課
題
で
も
あ
る
。

　

議
員
の
み
な
ら
ず
、
町

の
各
審
議
会
17
の
内
、
女

性
の
い
る
委
員
会
は
14
で
、

女
性
の
割
合
は
18
・
９
％

に
す
ぎ
な
い
。
今
国
会
で

は
女
性
活
躍
推
進
法
が
成

立
し
、
社
会
全
体
で
真
の

女
性
進
出
が
図
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
川
西
町
で

も
こ
の
機
を
き
っ
か
け
に
、

政
治
家
と
し
て
の
議
員
や

各
審
議
会
の
委
員
な
ど
を

増
や
し
、
女
性
が
輝
け
る

社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
び
の
川
西
町
女

性
議
会
は
、「
女
性
の
視

女性議員名簿（敬称略）

１ 藤本　亜希 玉庭
２ 江本　牧子 小松
３ 大河原千代美 小松
４ 我妻　優子 吉島
５ 窪村　郁子 地域おこし協力隊
６ 竹田　恵子 小松
７ 黒澤　昭子 大塚
８ 江袋　淳子 犬川
９ 齋藤みち子 中郡
10 中田　裕子 玉庭
11 佐藤美由紀 東沢
12 鈴木　明美 吉島
13 竹田　愛海 小松
14 髙橋　亜紀 小松
15 遠藤　有華 吉島

　

川
西
町
の
場
合
、
小
児

科
医
師
が
構
想
し
、
町
内

業
者
が
経
営
す
る
民
間
認

可
保
育
所
と
と
も
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
置

賜
で
は
初
め
て
の
施
設
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
オ
ー

プ
ン
初
日
か
ら
の
利
用
が

あ
っ
た
。
町
内
外
か
ら
、

ほ
ぼ
毎
日
の
利
用
が
あ
る

と
い
う
。
逆
に
言
え
ば
、

労
働
環
境
や
生
活
様
式
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
垣
間
見
え
て
く
る
。

　

26
年
実
績
で
利
用
児
童

数
は
４
７
２
人
で
年
々
増

え
て
い
る
。
財
政
的
な
補

助
は
利
用
人
数
に
応
じ
て

決
め
ら
れ
、
国
・
県
の
補

助
を
含
め
８
６
５
万
円
が

補
助
さ
れ
て
い
る
。
子
育

て
支
援
の
一
環
で
民
間
主

導
の
試
み
と
な
る
が
、
若

者
世
代
の
実
態
に
合
わ
せ

た
、
柔
軟
な
施
策
が
必
要

な
よ
う
で
あ
る
。
益
々
の

充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

魅力ある町づくりに向けて、どんどん言わせてもらいます
――　委嘱状交付式 ――

追　
跡 あれから……

どうなった！

子
育
て
支
援
の

大
き
な
味
方

女
性
の
視
点
を
町
政
に
生
か
す

町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業　

女
性
議
会11

月
22
日
開
催

子
ど
も
が
病
気
の
時
で
も
安
心
勤
務

病児保育

医
師
の
熱
意
に
よ
り
設
置
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❖　プロフィール　❖

　平
たいら

　　沙
さ

苗
なえ

　
山形市出身。
家族でドライブが楽しみ。
家業に従事。

イ

ンタビュー

大
塚
地
区
に
お
住
ま
い
の
、

平
沙
苗
さ
ん
に
、
子
育
て

や
町
に
望
む
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。

町民の声

▼
９
月
議
会
は
前
年
度
の

決
算
認
定
の
議
会
。
過
去

を
振
り
返
り
、
改
善
策
や

方
向
性
を
修
正
す
る
重
要

な
議
会
で
あ
る
。
緊
張
感

あ
る
前
向
き
な
議
論
が
か

わ
さ
れ
た
。
▼
ま
た
、
安

保
法
制
な
ど
、
国
会
で
審

議
さ
れ
た
国
民
の
関
心
の

高
い
議
案
に
つ
い
て
の
請

願
が
、
地
方
議
会
で
も
賛

否
を
問
わ
れ
る
議
会
だ
っ

た
。
▼
議
会
だ
よ
り
の
視

察
が
相
次
ぐ
中
で
の
編
集
、

今
号
も
全
力
傾
注
。

（
橋
本
）

発
行
責
任
者　

加
藤　

俊
一

委
員
長　

佐
々
木
賢
一

副
委
員
長　

橋
本　

欣
一

委　
　

員　
鈴
木
清
左
衛
門

　

同　　
　

鈴
木　

幸
廣

　

同　　
　

伊
藤　
　

進

　

同　　
　

伊
藤　

寿
郎

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

金
子　
　

勤

平
田　

和
雄

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

青
木　

督
平

鴨　
　

源
一

斎
藤　

史
郎

　

山
形
市
か
ら
川
西
町
に

嫁
い
で
11
年
に
な
り
ま
す
。

川
西
町
は
と
に
か
く
自
然

豊
か
で
、
四
季
折
々
に
見

せ
る
素
晴
ら
し
い
景
色
が

大
好
き
で
す
。
子
ど
も
た

ち
も
そ
ん
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

育
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
に
は
、
毎
日
元

気
い
っ
ぱ
い
の
３
人
の
子

ど
も
が
い
ま
す
。
子
育
て

を
し
な
が
ら
自
宅
で
し
て

い
る
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

ま
す
。
我
が
家
は
曾
祖
父

母
も
健
在
の
９
人
家
族
で

す
。
子
育
て
の
知
恵
を
た

く
さ
ん
も
ら
い
、
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
大
家
族
で

良
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
一
人
で
抱
え

　

川
西
町
は
ス
ポ
ー
ツ
が

と
て
も
盛
ん
で
、
地
区
運

動
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

込
む
こ
と
も
な
く
い
ろ
い

ろ
と
助
け
て
も
ら
え
る
の

は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

５
年
生
の
長
男
と
３
年

生
の
次
男
は
、
野
球
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し

て
い
ま
す
。
試
合
や
練
習

で
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、

親
の
私
た
ち
も
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ

少
に
は
他
の
学
校
の
子
ど

も
も
入
団
し
て
い
る
の
で
、

学
校
だ
け
で
は
な
い
友
達

が
増
え
、
と
て
も
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
行
事
が
あ
り
ま
す
。
町

の
中
に
も
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
め
る
よ
う
な
施
設

が
あ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
方
々
は
と
て
も

あ
た
た
か
い
で
す
。
少
し

散
歩
を
す
れ
ば
い
ろ
ん
な

方
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
川
西
町
が
と

て
も
大
好
き
で
す
。

　

我
が
家
は
小
学
校
が
近

く
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
の

に
ぎ
や
か
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
少
子
化
は
止

め
る
こ
と
が
な
か
な
か
難

し
い
問
題
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
願
っ
て
い
ま
す
。

３人の男の子、成長が楽しみ

川
西
町
に
住
ん
で

　
　
　
　
　

思
う
こ
と

編
集
の
後
で

子
育
て
を
し
て

　
　
　
　
　

思
う
こ
と

川
西
町
に
望
む
こ
と

笑
顔
が
絶
え
な
い

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
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